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超電導磁石を用いる開磁路法による 

永久磁石の磁気特性測定方法 

Methods of measurement of the magnetic properties of  

permanent magnet (magnetically hard) materials in  

an open magnetic circuit using a superconducting magnet 

 

1 適用範囲 

この規格は，超電導磁石（SCM: Superconducting Magnet）を用いる開磁気回路（以下，開磁路という。）

における永久磁石の直流磁界での磁気特性の測定方法について規定する。 

この測定方法は，体積全体にわたって均質とみなされる，JIS C 2502 に規定する永久磁石（硬質磁性材

料）に適用可能である。 

超電導磁石を用いる開磁路における永久磁石の直流磁界での磁気特性の測定には，次の二つの測定方法

がある。 

－ 超電導磁石を用いる振動試料型磁力計（VSM: Vibrating Sample Magnetometor）による方法（以下，SCM-

VSM 法という。） 

－ 超電導磁石を用いる引抜き法（以下，SCM 引抜き法という。） 

この規格は，試験片内の反磁界が，開磁路で測定した減磁曲線に及ぼす影響を補正する方法についても

規定する。磁気特性は反磁界を補正した後の減磁曲線から決定する。 

注記 1 この規格は，2021 年に第 1 版として発行された IEC TR 63304 [1]を参考にしている。 

注記 2 この測定方法を用いることによって，固有保磁力が 2 MA/m を超える永久磁石の磁気特性を決

定することが可能である。JIS C 2501 で規定する閉磁気回路（以下，閉磁路という。）によって

固有保磁力が 1.6 MA/m を超える磁性材料を測定する場合は，ヨークの磁極片が磁気飽和する

ため，著しい測定誤差を生じることがある。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 2501 永久磁石試験方法 

JIS C 2502 永久磁石材料 

IEC 60050-121，International Electrotechnical Vocabulary (IEV)－Part 121: Electromagnetism 


